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畜
産
業
は
、
環
境
面
へ
の
配
慮
を
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
養
豚
で
は
、
多
く
の
農

家
が
畜
舎
汚
水
を
浄
化
し
て
河
川
に
放
流
し

て
い
る
の
で
、
良
好
な
放
流
水
質
の
維
持
が

重
要
で
す
。
特
に
、自
治
体
の
条
例
で
窒
素
・

リ
ン
の
規
制
が
厳
し
い
地
域
で
は
、
通
常
の

処
理
の
後
に
付
加
的
な
処
理
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
技
術
と
し
て
多

く
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
施

設
の
構
造
や
維
持
管
理
が
複
雑
化
し
、
作
業

負
担
が
増
加
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
浄
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム
で

は
、
福
岡
県
、
東
京
農
業
大
学
、
民
間
企
業

と
連
携
し
、
簡
易
な
窒
素
・
リ
ン
除
去
技
術

を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
で
は
、
既
存
浄

化
施
設
の
後
段
に
、
異
な
る
無
機
資
材
を
充
填

し
た
２
つ
の
槽
を
設
置
し
、
硝
酸
性
窒
素
と
リ

ン
酸
を
順
番
に
除
去
し
ま
す
。

図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
処
理
で
は
、

通
常
の
浄
化
処
理
後
の
排
水
を
ま
ず
第
１
槽
に

流
入
さ
せ
ま
す
。
こ
の
槽
に
は
、
硫
黄
と
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
を
パ
ー
ラ
イ
ト
粒
の
周
囲
に
コ
ー

テ
イ
ン
グ
し
た
２
〜
５
㎜
径
の
脱
窒
資
材
が
充

填
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
材
表
面
に
脱
窒
性
硫
黄

酸
化
細
菌
が
自
然
増
殖
し
、
そ
の
働
き
で
硝
酸

性
窒
素
を
窒
素
ガ
ス
に
し
て
除
去
し
ま
す
。

次
に
、
粒
状
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
資
材
（
５

〜
８
㎜
径
）
を
充
填
し
た
第
２
槽
に
流
入
さ
せ

ま
す
。
こ
こ
で
リ
ン

酸
が
資
材
に
吸
着

さ
れ
排
水
か
ら
除

去
さ
れ
ま
す
。
流

入
水
が
酸
性
化
し

て
い
る
場
合
に
は

中
和
も
さ
れ
ま
す
。

資
材
層
は
通
気
に

よ
っ
て
定
期
的
に

逆
洗
し
、
リ
ン
酸
の

吸
着
し
た
資
材
表

面
を
剥
離
さ
せ
て

槽
か
ら
排
出
し
ま

す
。
剥
離
物
は
、

リ
ン
、
ケ
イ
素
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
含

む
の
で
、
肥
効
成

分
と
し
て
活
用
で

き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
畜
舎
排

水
に
特
有
な
茶
褐
色
の
着
色
も
、
第
１
槽
と
第

２
槽
の
両
方
で
改
善
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
着

色
は
、
通
常
の
処
理
で
は
除
去
が
困
難
で
、
未

処
理
汚
水
と
誤
認
さ
れ
る
原
因
と
な
る
た
め
、

頭
の
痛
い
問
題

で
す
。
こ
の
た

め
、
着
色
の
低

下
は
、
重
要
な

付
随
的
効
果
と

い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
脱
窒

に
つ
い
て
は
、

実
証
用
施
設
（
図
３
）
を
農
家
に
設
置
し
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

（
浄
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム
長田

中　

康
男
）

畜
舎
排
水
の
簡
易
な
水
質
向
上
技
術　

既存浄化施設
（活性汚泥法など）

窒素･リン残留排水

窒素･リン低減放流水

汚水

パーライト粒

硫黄･炭酸カルシウム
のコーティング層

開 発 し た 装 置

窒素低減排水
資材の構造

【第１槽】
硫黄･炭酸カルシウ
ム含有資材による
窒素除去槽

【第２槽】
ケイ酸カルシウム
資材によるリン除
去槽

図１　処理プロセスの
全体イメージ

図２　開発した装置による着色
の低減例

図３　養豚農家に設置した窒素除去性
能実証用施設（通水前の状況）

流入水 流出水
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給
与
技
術
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
事
例
報
告
で
は
、

稲
発
酵
粗
飼
料
を
粗
飼
料
源

と
し
た
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
肉
用

牛
へ
の
給
与
、
稲
発
酵
粗
飼

料
を
用
い
た
酪
農
経
営
、
酪

農
家
か
ら
み
た
細
断
型
飼
料

イ
ネ
の
現
地
へ
の
適
用
に
関

し
て
先
進
事
例
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

21
年
度
か
ら
水
田
活
用
に

関
す
る
新
た
な
支
援
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

普
及
・
指
導
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
情
報

交
換
会
で
得
ら
れ
た
情
報
が
、
全
国
各
地
で

普
及
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
指
導
者
や
研
究

者
に
と
っ
て
有
用
な
も
の
と
な
り
、
飼
料
イ

ネ
の
作
付
け
面
積
の
一
層
の
増
加
に
よ
る
飼

料
自
給
率
の
向
上
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
前　

関
東
飼
料
イ
ネ
家
畜
飼
養
研
究

サ
ブ
チ
ー
ム
長　

…

中
西　

直
人
）

平
成
20
年
度
「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及

に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
を
、
畜
産
草
地
研

究
所
と
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
、（
社
）

全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
の
共
催
で
平

成
21
年
３
月
２
日（
月
）〜
３
日（
火
）
の
２

日
間
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
２
号
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
・
独
立
行

政
法
人
・
大
学
・
都
道
府
県
・
団
体
・
企
業
・

生
産
者
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
幅
広
い
分
野

か
ら
３
０
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
主

催
者
団
体
を
代
表
し
て
当
研
究
所
武
政
正
明

前
所
長
、
共
催
団
体
の
関
東
農
政
局
皆
川
芳

嗣
局
長
、
全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
大

森
昭
彦
会
長
の
挨
拶
の
後
、
基
調
講
演
、
行

政
の
取
り
組
み
、
技
術
紹
介
、
事
例
報
告
な

ら
び
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
昨

年
来
の
飼
料
価

格
の
急
騰
等
を

背
景
と
し
て
、
飼
料
自
給
率

の
向
上
や
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
に
期
待
さ
れ
る
飼
料
イ
ネ

の
生
産
・
給
与
技
術
の
開
発

と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
論
議

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
山
形
大

学
農
学
部
の
吉
田
宣
夫
教
授

よ
り
、
食
料
自
給
率
向
上
と

持
続
的
畜
産
に
対
応
し
た
飼

料
イ
ネ
お
よ
び
飼
料
用
米
の

現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
行
政
の

取
り
組
み
の
紹
介
と
し
て
、
農
林
水
産
省
生
産

局
畜
産
振
興
課
相
田
課
長
補
佐
よ
り
、
水
田
に

お
け
る
飼
料
作
物
等
の
振
興
対
策
お
よ
び
水
田

等
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
新
た
な
施
策
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。技
術
紹
介
で
は
、

新
し
く
育
成
さ
れ
た
飼
料
イ
ネ
品
種
、
飼
料
イ

ネ
・
飼
料
米
の
安
定
栽
培
技
術
、
稲
発
酵
粗
飼

料
を
粗
飼
料
源
と
し
た
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
乳
牛
へ

の
給
与
技
術
、
β–
カ
ロ
テ
ン
を
低
減
し
た
稲

発
酵
粗
飼
料
の
給
与
技
術
、
豚
へ
の
飼
料
米
の

平
成
　
年
度
「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」

─ 

水
田
か
ら
の
飼
料
確
保
と
畜
産
経
営
の
展
開 

─

20

利用

畜産
農家

販売

搬送

搬送 搬送
JA

CE,RC
倉
庫

堆肥

飼料
工場

稲作
農家

企業
畜産耕種

農家

栽培 収穫

ＴＭＲ
セ
ン
タ

（コントラクター）

栽培・利用協定

国・県・市町
村・ＪＡなど

緊密な耕畜連携型
（稲発酵粗飼料）

農商工連携型による生産
（飼料用米）

飼料イネの生産・流通・利用のスタイル

飼料イネ情報交換会全景
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

ク
か
ら
の
長
期

に
わ
た
る
発
生

を
評
価
す
る
た

め
の
浮
上
チ
ャ

ン
バ
ー（
図
２
）

な
ど
を
試
作

し
、
精
度
を
検

証
し
な
が
ら
国

内
発
生
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
測

定
は
、
同
様
の
処
理
方
法
を
も
つ
ア
ジ
ア
各

国
の
計
測
や
、
企
業
体
か
ら
は
削
減
方
策
の

検
証
方
法
と
し
て
要
請
が
高
く
、
得
ら
れ
る

発
生
実
態
の
情
報
は
費
用
対
効
果
の
高
い
削

減
方
針
決
定
に
有
用
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
情
報
は
畜
産

関
係
者
が
今
後
「
温
暖
化
」
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
う
え
で
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
形

で
、
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
素
材
と

も
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
桜
の
早
い
開
花
に
、
地
球
温
暖
化
現

象
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
の
よ
う

な
地
球
規
模
の
気
候
変
動
は
、
人
類
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
が
長
期
、
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
国
際
的
な
取
り
決
め
に
よ
っ
て
気
候
変
動

を
最
小
限
に
止
め
る
努
力
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
で
あ
り
、

１
９
９
７
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
締
約

国
会
議
（
京
都
会
議
）
に
お
い
て
は
、
法
的
拘

束
力
の
あ
る
数
値
目
標
を
定
め
る
京
都
議
定
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
畜
産
業
は
、
残
念
な
が

ら
、
こ
の
温
暖
化
現
象
の
原
因
活
動
の
１
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
陸
上
の

30
％
、
農
業
用
地
の
約
70
％
が
家
畜
生
産
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
活
動
全
体
か
ら
の
温

室
効
果
ガ
ス
発
生
は
、
二
酸
化
炭
素
等
量
で

18
％
に
達
す
る
と
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
２
０
０
６
）。
日
本
の
畜
産
業
も
、
温
室
効

果
ガ
ス
で
あ
る
メ
タ
ン
と
亜
酸
化
窒
素
だ
け
で

日
本
の
国
家
排
出
量
の
１
％
強
の
寄
与
が
算
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
家
畜
排
せ
つ
物

起
源
の
発
生
に
は
未
解
明
な
部
分
が
多
く
、
排

出
の
実
態
が
つ
か
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。本

チ
ー
ム
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
研
究
の

一
貫
と
し
て
、
実
際
の
処
理
施
設
に
お
け
る

家
畜
排
せ
つ
物
か
ら
の
発
生
量
測
定
、
お
よ

び
精
度
の
高
い
発
生
係
数
の
提
案
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
家
畜
排
せ
つ
物
の
六
割
以
上
を
処

理
す
る
堆
肥
化
施
設
か
ら
の
発
生
を
測
定
す

る
た
め
の
大
型
チ
ャ
ン
バ
ー
（
図
１
）
や
、

乳
牛
の
ふ
ん
尿
を
貯
留
す
る
ス
ラ
リ
ー
タ
ン

畜産温暖化研究チーム

長　田　　隆

「
地
球
温
暖
化
」
問
題
に
対
し
て

正
面
か
ら
向
き
合
う
た
め
に図２　スラリー貯留からの温室効果ガス測定

（浮上チャンバー）

図１　堆肥化処理からの温室効果ガス測定
（大型チャンバーとマルチガスモニタ）
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

飼料作環境研究チーム

柴　　卓　也

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
の
イ
ネ
科

牧
草
が
出
穂
す
る
と
、
そ
の
穂
を
摂
食
し
よ

う
と
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ム
シ
類
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
加
害
は
牧
草

の
品
質
や
収
量
に
は
全
く
影
響
し
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
の
カ
メ
ム
シ
類
は
イ
ネ
に
と
っ

て
は
穂
の
吸
汁
に
よ
る
斑
点
米
の
発
生
な
ど

深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
重
要
害
虫
で
す
。

近
く
に
水
田
が
あ
る
場
合
は
水
田
に
侵
入
す

る
カ
メ
ム
シ
類
の
繁
殖
地
（
発
生
源
）
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
牧
草
地
に
お
い
て
も
カ
メ

ム
シ
類
の
防
除
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
達
は
牧
草
地
で
の
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生

を
抑
え
る
手
段
と
し
て
、
植
物
共
生
糸
状
菌

の
一
種
で
あ
るN

eotyphodium

エ
ン
ド

フ
ァ
イ
ト
（
以
下
、
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
）
に

注
目
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
エ
ン
ド

フ
ァ
イ
ト
は
植
物
に
感
染
す
る
と
害
虫
に
阻

害
的
に
作
用
す
る
化
合
物
を
植
物
中
に
産
生

し
て
、
宿
主
と
な
る
植
物
が
ゾ
ウ
ム
シ
や
ア

ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
一
種
に
摂
食
さ
れ
る
の
を

防
ぐ
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
こ
の

現
象
を
牧
草
地
に
お
け
る
カ
メ
ム
シ
類
の
制

御
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
の
カ
メ
ム
シ
類
防
除

素
材
と
し
て
の
有
効
性
の
評
価
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、

特
定
の
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
に
感
染
し
た

牧
草
を
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス

ミ
カ
メ
や
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
な
ど

の
カ
メ
ム
シ
類
が
摂
食
す
る
と
死
亡
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
、
餌
に
で
き
な
く
な

る
こ
と
、
そ
の
現
象
の
主
要
因
は
エ
ン

ド
フ
ァ
イ
ト
が
宿
主
植
物
中
に
産
生
す

る
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
一
種
で
、
昆
虫
に

の
み
毒
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る

N
ー
フ
ォ
ル
ミ
ル
ロ
リ
ン
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
は
N
ー
フ
ォ
ル
ミ
ル
ロ
リ
ン
を
高
濃

度
に
蓄
積
す
る
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
感
染

牧
草
の
選
抜
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
選
抜
さ
れ
た
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
感

染
牧
草
は
カ
メ
ム
シ
類
に
対
し
て
強
い

抵
抗
性
を
持
つ
こ
と
が
期
待
で
き
、
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
を
抑
制
す
る
品
種
の

開
発
に
役
立
ち
ま
す
。

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
を
活
用
し
た

カ
メ
ム
シ
抵
抗
性
牧
草
の
開
発
を
目
指
し
て

感染牧草から精製したN-フォルミルロリン

を経口投与するとカメムシ類は死亡する

種子中のエンドファイト

の写真（矢印）

＜N-フォルミルロリン構造式＞

生存時間（日）

生
存
率

N-フォルミルロリンを経口投与したときの

アカヒゲホソミドリカスミカメの生存曲線

エンドファイト感染牧草

特定のエンドファイトが感染した牧草を

カメムシ類は餌として利用できない
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Spot News

業務第１科ＥＴチームの紹介

農薬のミツバチに対する影響評価系の構築

優
秀
な
雄
牛
の
精
子
を
優
秀

な
雌
牛
の
卵
子
に
受
精
さ
せ
、
こ

の
受
精
卵
を
多
数
確
保
し
て
一

般
の
雌
牛
に
移
植
す
る
受
精
卵

移
植（em

bryo transfer 

以
下
、

Ｅ
Ｔ
）
の
技
術
は
、
牛
群
改
良
の

速
度
を
飛
躍
的
に
高
め
る
技
術

と
し
て
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
過

剰
排
卵
処
理
、人
工
授
精
、採
卵
、

胚
の
処
理
（
検
卵
、鑑
別
、凍
結
、

培
養
な
ど
）、
発
情
同
期
化
お
よ

び
胚
移
植
な
ど
の
技
術
要
素
は
、

現
在
の
繁
殖
研
究
を
支
え
る
基

盤
技
術
に
な
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
業

務
第
１
科
で
は
、
ウ
シ
繁
殖
研
究

の
高
度
化
に
即
し
た
技
術
支

援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
に
、
当
所
試
験
牛
群
の
維

持
改
良
を
図
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｔ

技
術
の
習
得
と
科
内
へ
の
普
及
を
目
的
と
し
た
Ｅ
Ｔ
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
１
年
で
実
体
顕
微
鏡
や
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
を
配

置
し
た
Ｅ
Ｔ
ル
ー
ム
の
整
備
を
行
い
、
新
た
に
２
名
の
科
員
が
受
精

卵
移
植
の
国
家
資
格
者
と
な
り
ま
し
た
。
高
度
繁
殖
技
術
研
究
チ
ー

ム
の
指
導
の
も
と
に
、
性
判
別
精
液
を
利
用
し
た
雌
胚
の
生
産
と
移

植
な
ど
、
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し
た
受
精
卵
移
植
技
術
の
習

得
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
前　

業
務
第
１
科
長　

長
谷
川　

三
喜
）

農
薬
の
新
規
登
録
に
は
ミ
ツ
バ
チ
へ
の
毒
性
調
査
が
必
須
項
目
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
欧
米
各
国
で
も
、
ミ
ツ
バ
チ
へ

の
毒
性
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背

景
を
受
け
、
農
薬
開
発
の
ス
ム
ー

ス
化
と
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
、
自

社
で
の
ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
影
響

評
価
系
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
２
０
０
６
年
か
ら

講
習
生
と
し
て
家
畜
育
種
増
殖
研

究
チ
ー
ム
み
つ
ば
ち
グ
ル
ー
プ
に

お
世
話
に
な
り
、
簡
易
的
に
か
つ

小
規
模
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
評
価
系

の
構
築
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
で
定
め
ら
れ
て
い
る
影
響

評
価
試
験
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
農
薬

創
製
の
よ
り
早
い
段
階
で
ミ
ツ
バ
チ

に
低
毒
性
な
化
合
物
が
探
索
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、in vitro 

で

の
試
験
が
可
能
と
な
り
、
化
合
物
間

で
害
虫
と
の
選
択
性
の
違
い
や
ミ
ツ

バ
チ
の
各
ス
テ
ー
ジ
間
で
の
影
響
の

差
を
推
察
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
評
価
系
を
環

境
に
対
し
安
全
性
の
高
い
農
薬
創
製

の
一
助
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
日
産
化
学
工
業
（
株
）
生
物
科
学
研
究
所　

農
薬
研
究
部

殺
虫
殺
菌
剤
グ
ル
ー
プ　
　

安
藤　

公
則
）

検　卵　作　業採　卵　作　業

経口毒性試験

局所暴露試験
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Spot News

問
題
別
研
究
会
「
牛
に
お
け
る
受
胎
率

低
下
要
因
の
解
明
と
対
策
技
術
の
開
発
」

人
工
授
精
に
お
け
る
牛
の
低
受
胎
率
は
、
生
産
性
を
低
下
さ
せ
農
家
の
収

益
に
直
接
影
響
す
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
畜
産
草
地

研
究
所
で
は
、
平
成
20
年
12
月
３
、４
日
に
、
大
学
、
公
的
機
関
、
民
間
の

研
究
者
を
招
へ
い
し
、
問
題
別
研
究
会
（
参
加
者
１
６
４
名
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
部
で
は
「
牛
に
お
け
る
受
胎
率
低
下
要
因
の
解
明
と
対
策
技
術

の
開
発
」
に
つ
い
て
、
第
２
部
で
は
「
牛
生
産
現
場
に
お
け
る
受
胎
率
の
低

下
に
つ
い
て
の
現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題
」
に
つ
い
て
、
話
題
提
供
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
研
究
方
向
と
し
て
、
ま
ず
、
牛
が
受
胎
し
易
い
健
康
状

態
が
維
持
で
き
、
粗
飼
料
主
体
で
高
泌
乳
が
得
ら
れ
る
飼
養
管
理
法
を
確
立

す
る
。
一
方
、
濃
厚
飼
料
依
存
度
を
低
減
で
き
な
い
場
合
は
、
濃
厚
飼
料
給

与
時
の
ル
ー
メ
ン
発
酵
を
適
正
化
す
る
飼
料
給
与
法
を
開
発
す
る
。
ま
た
、

雌
牛
の
発
情
微
弱
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
確
実
に
発
情
を
発

見
し
授
精
適
期
を
把
握
で
き
る
器
具
、
装
置
、
手
法
の
開
発
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
研
究
管
理
監　

永
井　

卓
）

平
成　

年
自
給
飼
料
利
用
研
究
会

平
成
20
年
12
月
８
、９
日
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
行
動

会
議
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
合
同
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
名
の
参
加
者
を
得

ま
し
た
。
会
議
で
は
自
給
飼
料
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
活
用
す
る
技
術
開
発
の

現
状
と
展
開
方
向
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
国
内
飼
料
資
源
に
根
ざ

し
た
畜
産
物
生
産
の
技
術
開
発
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
そ
れ

に
は
飼
料
作
物
を
は
じ
め
と
し
て
飼
料
イ
ネ
の
生
産
拡
大
、
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の

調
製
・
給
与
法
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
、
規
格
外
農
産
物
等
の
飼
料
利
用
促
進
な

ど
が
喫
緊
の
開
発
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。（

研
究
管
理
監　

梨
木　

守
）

平
成
21
年
３
月
16
日
に

発
明
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
畜
産
草
地
研
究
所

と
全
国
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
の
主
催
で
標
記
情

報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
飼
料
価
格

の
乱
高
下
が
続
く
中
で
の

開
催
で
あ
っ
た
た
め
か
関

心
が
高
く
、
行
政
、
研
究
、

普
及
、
民
間
、
マ
ス
コ
ミ

関
係
な
ど
幅
広
い
分
野
か

ら
昨
年
を
65
名
上
回
る
２
６
０
名
の
参
加
が
得
ら
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
、
農
林
水
産
省
の
小
林
博
行
草
地
整
備
推
進
室

長
よ
り
国
産
飼
料
の
生
産
・
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
と
自
給

飼
料
増
産
の
た
め
の
行
政
側
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
時
田
正
彦
氏
よ
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
先

進
地
で
あ
る
北
海
道
の
情
勢
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
例
紹
介
で
は
４
名
の

講
師
よ
り
、
農
家
参
画
型
あ
る
い
は
企
業
型
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
事
例
と
運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て

話
題
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
紹
介
で
は
２
名

の
研
究
者
か
ら
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

最
新
技
術
に
つ
い
て
、
作
業
機
械
、
調
製
給
与
の
面
か
ら
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
給
飼
料
の
活
用
に
つ
い
て
、
コ

ス
ト
・
品
質
評
価
面
の
重
要
性
が
論
議
さ
れ
、
本
情
報
交
換

会
の
意
義
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
飼
料
調
製
給
与
研
究
チ
ー
ム
長　
　

野
中　

和
久
）

自給飼料活用型ＴＭＲセンターに関する情報交換会

研 究 会 開 催 報 告

フロアを交えたパネルディスカッション

20
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Spot News

「リンの回収システム」が
農林水産研究成果 10 大トピックスに選定される

「飼料米の生産技術・豚への給与技術」の紹介

平
成
20
年
12
月
、農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
に
お
い
て
、

独
立
行
政
法
人
研
究
機
関
、
公
立
試
験
研
究
機
関
、
大
学
お

よ
び
民
間
の
研
究
成
果
で
こ
の
１
年
間
に
取
材
等
で
新
聞
記

事
に
な
っ
た
も
の
の
う
ち
、
農
林
水
産
研
究
開
発
の
内
容
に

優
れ
、
社
会
的
関
心
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
成
果
10
課
題
が

「
２
０
０
８
年
農
林
水
産
研
究
成
果
10
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と

し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
１
点
と
し
て
選
ば
れ
た
当
研
究
所
浄
化
シ
ス
テ

ム
研
究
チ
ー
ム
を
中
核
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
「
養
豚
で

発
生
す
る
リ
ン
の
再
利
用
技
術
を
開
発
」
は
、
豚
舎
汚
水

中
の
水
質
汚
濁
物
質
で
あ
る

リ
ン
に
つ
い
て
、
リ
ン
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

（M
agnesium

 A
m

m
onium

 
Phosphate 

以
下
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
）

結
晶
化
反
応
を
利
用
し
て
除

去
回
収
し
、
排
水
の
水
質
を

改
善
す
る
技
術
を
開
発
し
た

も
の
で
す
。

豚
舎
汚
水
に
網
を
入
れ
て
通
気
す
る
と
い
う
簡
単
な
操
作

に
よ
り
、
汚
水
中
の
リ
ン
を
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
結
晶
と
し
て
効
率
的

に
付
着
回
収
で
き
る
技
術
を
構
築
し
、
回
収
さ
れ
た
Ｍ
Ａ
Ｐ

が
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
へ
の
リ
ン
肥
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
陶
磁

器
原
料
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

本
技
術
は
、
汚
水
中
の
水
質
汚
濁
物
質
濃
度
の
低
減
に
加

え
、
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
有
限
な
リ
ン
資
源
の
回
収
を
同

時
に
可
能
と
す
る
た
め
、
実
用
化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（

企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
）

本
資
料
は
農
林
水
産
省
の
実
用
技
術
開
発
事
業
「
多

収
飼
料
米
品
種
を
活
用
し
た
高
品
質
豚
肉
生
産
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」（
２
０
０
６
〜
２
０
０
８
年
、中
核
機
関
：

畜
草
研
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に
、
飼
料
米

の
生
産
と
豚
へ
の
給
与
方
法
に
つ
い
て
生
産
者
の
手
引

き
、
あ
る
い
は
参
考
と
な
る
よ
う
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
で
は
、
①
新
規
飼
料
米
品
種
の
育
成
、

②
豚
ふ
ん
尿
を
利
用
し
た
飼
料
米
多
収
栽
培
技
術
の

開
発
、
③
飼
料
米
活
用
型
高
品
質
豚
肉
生
産
技
術
の
確

立
、
④
一
関
市
大
東
地
域
に
お
け
る
実
証
栽
培
・
給
与

試
験
、
⑤
飼
料
米
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
型
養
豚
経

営
展
開
条
件
の
解
明
、
を
通
し
て
、
自
給
飼
料
活
用
型
・

資
源
循
環
型
の
畜
産
を
提
示
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
資

料
で
は
①
飼
料
米
品
種
の
選
定
法
、
②
飼
料
米
栽
培
技

術
、
③
肥
育
豚
へ
の
給
与
技
術
、
④
技
術
導
入
事
例
な

ど
を
説
明
し
、
主
な
用
語
の
解
説
や
参
考
資
料
の
リ
ス

ト
も
記
載
し
ま
し
た
。
稲
発
酵
粗
飼
料
生
産
・
給
与
に

つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
飼
料
米
を
主
題
に
扱
っ
た
も
の
で
は
初
め
て
の

も
の
で
す
。
飼
料
米
の
栽
培
・
給
与
を
実
践
す
る
人
々

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
飼
料
作
環
境
研
究
チ
ー
ム
長　

伊
吹　

俊
彦
）
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沈殿槽に網を入れて通気することで
豚舎汚水中リンを回収
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